
一
月
に
行
わ
れ
た
新
選
組
講
演
会
で
ス
タ
ー
ト
し
、
三
月

の
新
選
組
ま
つ
り
、
四
月
の
近
藤
勇
忌
、
七
月
の
博
物
館
・

企
画
展
「
新
選
組
流
山
に
入
る
」、
八
月
の
新
選
組
夏
ま
つ
り
、

九
月
の
新
選
組
ウ
オ
ー
ク
、
十
月
か
ら
の
新
選
組
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
下
総
流
山
小
判
な
ど
、
こ
と
し
は
新
選
組
の
イ
ベ
ン

ト
が
め
じ
ろ
押
し
。
い
よ
い
よ
こ
と
し
を
締
め
く
く
る
「
全

本
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え

る
平
成
十
六
年
度
「
流
山
市
表
彰
式
」
が
、
十
一
月
三
日
に
市

役
所
市
議
会
議
場
で
行
わ
れ
、
お
ふ
た
り
の
方
が
受
賞
の
栄
に

輝
き
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
郷
土
の
歴

史
に
深
く
刻
み
、
永
く
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る
も
の
で
、
昭
和

四
十
八
年
に
創
設
さ
れ
た
本
市
最
高
の
顕
彰
制
度
で
す
。

十
二
月
三
日
か
ら
障
害
者
週
間
が
、
翌
四
日
か
ら
人
権
週
間

が
始
ま
り
ま
す
。
障
害
者
が
住
み
よ
い
社
会
は
、
誰
に
と
っ
て

も
住
み
よ
い
社
会
。
市
内
で
は
障
害
者
へ
の
理
解
や
人
権
に
関

す
る
講
演
会
、
展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
参
加
を
。

国
新
選
組
サ
ミ
ッ
ト
in
流
山
」
が
、
二
十
日
・
二
十
一
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
新
選
組
サ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
新
選
組
！
」
の
放
送
を
機
に
、
新
選
組
に
ゆ
か
り
の
あ

る
ま
ち
の
市
民
が
中
心
に
な
っ
て
、
こ
と
し
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
野
市
や
函
館
市
、
京
都
市
、

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

十
一
月
三
日
、
総
合

運
動
公
園
で
第
二
十
六

回
流
山
市
民
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
が
物

産
展
や
カ
ン
ト
リ
ー
音

楽
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
新
潟
県
中
越
地
震

へ
の
募
金
活
動
も
さ
ま

ざ
ま
な
ブ
ー
ス
で
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
選
組
イ
ベ
ン
ト
も
舞

台
を
中
心
に
数
多
く
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

今
年
度
、
受
賞
の
栄
に
輝

か
れ
た
の
は
、「
保
健
福
祉

功
労
」
で
学
校
医
の
佐
藤
憲

尚
さ
ん
と
、「
善
行
」
で
寄

付
を
さ
れ
た
宇
佐
見
友
季
子

さ
ん
で
す
。

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た

式
典
に
は
、
受
賞
者
を
は
じ

め
来
賓
や
市
関
係
者
な
ど
お

よ
そ
三
十
人
が
出
席
。
井
崎

市
長
が
、
受
賞
者
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
功
績
を
た
た
え
「
十
五

万
二
千
市
民
を
代
表
し
敬
意

と
感
謝
を
表
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
、
受
賞
者
に
は
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
を
代
表
さ
れ
、
佐

藤
憲
尚
さ
ん
が
「
こ
の
受
賞

を
大
き
な
励
み
と
し
て
、
一

層
の
研
さ
ん
を
重
ね
、
ふ
る

さ
と
流
山
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
つ
ど
い
】

市
で
は
、
障
害
者
の
暮
ら

し
や
す
い
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
流
山
と
の
共

催
で
講
演
会
と
コ
ン
サ
ー
ト

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
４
日
�

14
時
〜
16
時
20
分
▽
場
所
＝

初
石
公
民
館
▽
内
容
＝
講
演

「
地
域
で
精
神
保
健
を
考
え

る
」（
初
石
病
院
・
肥
田
裕

久
医
師
、
手
話
通
訳
あ
り
）、

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
（
川
島

英
一
郎
さ
ん
）
な
ど
▽
入
場

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
西
深
井
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
す
み
れ
�
７
１
５

４
―

６
２
０
２

【
障
害
者
週
間
展
示
会
】

十
二
月
三
日
か
ら
九
日
ま

で
市
役
所
で
障
害
者
団
体
を

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
が
行

わ
れ
ま
す
。

□問
障
害
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
１

松
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
流
山
部
会
（
米
山
孝
平
部

会
長
）
で
は
、
人
権
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
、
障

害
者
と
補
助
犬
へ
の
理
解
。

市
内
で
盲
導
犬
カ
ー
リ
ン
と

生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
片

山
澄
江
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

お
話
を
伺
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
４
日
�

10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
文
化

会
館
▽
内
容
＝
人
権
擁
護
委

員
活
動
内
容
の
紹
介
、
盲
導

犬
に
関
す
る
体
験
談
等
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
新

選
組
！
」
も
い
よ
い
よ
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
。

二
条
城
か
ら
天
保
山
へ
、

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
か
ら
天
才

剣
士
・
沖
田
総
司
の
最
後
、

そ
し
て
甲
陽
鎮
撫
隊
と
物
語

は
進
み
、
い
よ
い
よ
十
二
月

五
日
の
放
送
予
定
は
「
流
山
」

が
舞
台
と
な
り
ま
す
。
敗
走

し
足
立
区
観
音
寺
に
集
結
し

た
新
選
組
は
、
新
政
府
軍
が

迫
っ
た
た
め
流
山
に
転
陣
し

ま
す
が
、
包
囲
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
と
き
近
藤
勇

は
大
久
保
大
和
の
名
で
…
。

番
組
の
最
後
に
は
、
新
選
組

ゆ
か
り
の
地
の
現
在
を
紹
介

す
る
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
新
選

組
を
行
く
」
で
、
い
ま
の
流

山
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。
お
見

逃
し
な
く
！

□問
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―

６
３
０
８

十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十

一
日
に
か
け
て
「
全
国
新
選

組
サ
ミ
ッ
ト
in
流
山
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
、
講
演
会
、
公
募
さ
れ

た
新
選
組
の
論
文
と
ビ
デ
オ

の
優
秀
作
品
の
発
表
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

【
新
選
組
パ
レ
ー
ド
】

▽
日
時
＝
20
日
�
13
時
〜

14
時
▽
場
所
（
コ
ー
ス
）
＝
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山
店
前

広
場
（
12
時
か
ら
出
発
前
の

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

あ
り
ま
す
）
―
県
道
松
戸
野

田
線
―
近
藤
勇
陣
屋
跡
※
こ

の
時
間
は
、
同
コ
ー
ス
が
一

部
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
新
選
組
式
典
】

▽
日
時
＝
20
日
�
14
時

30
分
〜
16
時
30
分
▽
場
所
＝

流
山
市
商
工
会
館
▽
内

容
＝
新
選
組
研
究
の
第
一

人
者
・
大
出
俊
幸
さ
ん
の

講
演
、
新
選
組
の
論
文
・

ビ
デ
オ
の
優
秀
作
品
発
表

（
論
文
の
講
評
、
ビ
デ
オ
の

上
映
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

【
新
選
組
会
議
】

▽
日
時
＝
21
日
�
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝
市

役
所
▽
内
容
＝
新
選
組
ゆ
か

り
の
地
の
方
々
が
全
国
新
選

組
サ
ミ
ッ
ト
の
今
後
の
あ
り

方
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す

保
健
福
祉
な
ど
に
貢
献

そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
た
た
え
る

大
河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」

12
月
5
日
、
流
山
が
登
場

本
市
最
高
の
顕
彰

本
市
最
高
の
顕
彰 

本
市
最
高
の
顕
彰 

流山市のホームページアドレス
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/
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市の人口と予算

【人口・世帯】〈11月1日現在〉
合計＝151,916人 （＋ 37）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,293人 （＋ 4）
女 ＝ 76,623人 （＋ 33）
世帯＝ 56,858世帯（＋ 46）
【予算】〈11月1日現在〉
一 般 会 計＝39,488,480千円
特別・企業会計＝37,560,307千円

平成16年市議会第４回定例会が11月25日から開会される予定です。

パ
レ
ー
ド
や
ビ
デ
オ
発
表 

多
彩
に 

新
選
組
サ
ミ
ッ
ト 

流
山 

inな 
ど 

市民まつりでも新選組が人気

近
藤
勇
陣
屋
跡
も
撮
影

平成16年度 流山市表彰

佐藤さん、
宇佐見さんが受賞

佐藤憲尚さん 宇佐見友季子さん

障
害
者
に
ご
理
解
を 

盲
導
犬
に
つ
い
て
学
ぼ
う 

講演・展示 
コンサート 
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来
春
か
ら
公
立
保
育
所
と

私
立
保
育
園
に
入
所
（
園
）

を
希
望
す
る
乳
幼
児
を
募
集

し
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
病

後
児
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
気
回
復
期
に
あ
る
子
ど

も
を
対
象
に
し
た
保
育
で
、

集
団
の
中
で
一
緒
に
遊
ん
だ

り
す
る
通
常
保
育
に
は
預
け

ら
れ
な
い
が
、
共
働
き
の
た

め
保
護
者
は
仕
事
に
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
場

合
な
ど
に
、
子
育
て
と
就
労

の
両
立
を
支
援
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。

保
育
場
所
は
、
加
四
丁
目

の
「
流
山
わ
ら
し
こ
保
育

園
」。
別
棟
の
病
後
児
保
育

室
で
専
門
の
看
護
師
が
、
子

ど
も
の
症
状
に
合
わ
せ
定
期

的
に
体
温
を
測
っ
た
り
、
薬

を
飲
ま
せ
た
り
、
ま
た
、
子

ど
も
が
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
よ
う
に
絵
本
を
読
ん
で
聞

か
せ
た
り
、
積
み
木
で
遊
ん

だ
り
も
し
ま
す
。

保
護
者
に
は
、
預
か
っ
た

日
の
食
事
や
薬
の
内
容
、
睡

眠
時
の
様
子
な
ど
の
記
録
を

お
渡
し
し
て
お
り
、
と
て
も

安
心
で
す
。

利
用
で
き
る
の
は
、
市
内

に
在
住
ま
た
は
市
内
の
保
育

所
（
園
）
に
在
籍
し
て
い
る

生
後
五
十
七
日
目
か
ら
就
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
、
事

前
に
登
録
（
無
料
）
が
必
要

で
す
。

利
用
登
録
は
保
育
課
ま
た

は
市
内
各
保
育
所
（
園
）
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
利
用
料
金
や
申
し

込
み
方
法
等
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４
／
流
山
わ
ら
し
こ

保
育
園
�
７
１
５
０
―

２
６

５
４

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
間

は
生
の
演
奏
を
楽
し
む
な
ん

て
無
理
…
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
ま
せ
ん
か
。

客
席
で
子
ど
も
が
歌
っ
て

も
、
踊
っ
て
も
、
お
互
い
に

気
に
し
な
い
約
束
の
子
育
て

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
こ

と
し
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
小

さ
な
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
。

▽
日
時
＝
12
月
18
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
文

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
な
ど
／

１
０
０
０
人
（
先
着
順
）
▽

出
演
＝
沖
縄
民
謡
ポ
ッ
プ
ス

バ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
プ
ラ
ー
ズ

ほ
か
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
で

は
、
幼
児
を
お
持
ち
の
方
々

を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
10

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
幼

児
を
持
つ
保
護
者
（
乳
児
の

同
伴
も
可
。
受
講
中
の
保
育

を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
30

日
�
ま
で
に
申
し
込
み

を
）
／
50
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
内
容
＝
講

演
「
肩
の
力
を
抜
い
て
ゆ
こ

う
」（
歯
科
医
師
・
小
川
博

章
さ
ん
）
※
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
電
車
や
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

□問
障
害
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
１

申
し
込
み
は
、
十
一
月
十

五
日
か
ら
市
内
の
各
保
育
所

（
園
）
や
市
役
所
保
育
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
現
在
通
っ
て
い
る

保
育
所
（
園
）
に
引
き
続
い

て
通
う
場
合
も
、
き
ょ
う
十

五
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で

に
通
っ
て
い
る
保
育
所
（
園
）

に
「
保
育
所
（
園
）
状
況
調

査
票
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
育
所
（
園
）

の
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、

「
保
育
所
（
園
）
状
況
調
査

票
」
に
そ
の
旨
を
記
入
し
、

「
申
込
書
」
を
添
え
て
、
通

っ
て
い
る
保
育
所
（
園
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
項
】

▽
入
所
基
準
＝
①
保
護
者

が
昼
間
、
居
宅
内
外
で
働
い

て
い
る
②
保
護
者
が
出
産
ま

た
は
病
気
③
家
庭
内
に
長
期

に
わ
た
る
病
人
や
障
害
者
が

同
居
し
、
保
護
者
が
看
病
し

て
い
る
④
災
害
を
受
け
、
復

旧
に
あ
た
っ
て
い
る
⑤
（
①

〜
④
）
に
相
当
す
る
と
認
め

ら
れ
る
状
態
な
ど
、
保
育
が

困
難
な
状
態
に
あ
る
家
庭
▽

申
込
書
の
配
布
と
受
け
付

け
＝
11
月
15
日
か
ら
保
育
課

と
各
保
育
所
（
園
）
で
配
布
。

希
望
者
は
12
月
10
日
ま
で
に

手
続
き
を
▽
対
象
年
齢
＝
０

歳
〜
５
歳
（
０
歳
児
は
公
立

保
育
所
が
生
後
６
カ
月
経
過

後
、
私
立
保
育
園
が
産
休
明

け
か
ら
）
※
美
田
保
育
所
は

２
歳
児
か
ら

□問
保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４
／
各
保
育
所
（
園
）

（
別
表
参
照
）

休
日
保
育
の
お
知
ら
せ

み
や
ぞ
の
保
育
園
で
は
、

休
日
、
祝
日
の
乳
幼
児
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
児
童
＝
市
内
保
育

所
（
園
）
に
入
所
（
園
）
し

て
い
る
乳
幼
児
お
よ
び
そ
の

兄
弟
で
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
※
事
前
に
登
録
を
▽

保
育
時
間
＝
７
時
〜
22
時

□問
み
や
ぞ
の
保
育
園
�
７

１
５
９
―

２
９
５
４

子どもたちの笑顔が輝くまちへ

保
育
所（
園
）で
乳
幼
児
を
募
集

公
・
私
立
と
も
　
月
　
日
ま
で
に
手
続
き
を

12

10

子
育
て
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

病
気
回
復
期
の
子
を
保
育

共
働
き
世
帯
の
子
育
て
を
支
援

4会場で活発な
意見交換

子育てタウンミーティング
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
策
定
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
す

る
子
育
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
、
十
月
二
十
三
日
・

二
十
四
日
・
三
十
日
の
三
日

間
、
初
石
公
民
館
、
東
部
公

民
館
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
、
北

部
公
民
館
の
四

会
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、

こ
れ
ま
で
テ
ー

マ
を
限
定
せ
ず

に「
だ
れ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ど

ん
な
テ
ー
マ
で

も
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
で

は
現
在
、
新
た
な
視
点
か
ら

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

に
取
り
組
む
た
め
「
流
山
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
テ
ー

マ
を
絞
っ
て
開
催
し
ま
し

た
。各

会
場
で
は
、
同
計
画
の

策
定
に
関
わ
っ
て
き
た
策
定

協
議
会
の
委
員
か
ら
、
協
議

会
の
審
議
経
過
や
委
員
自
身

の
子
育
て
等
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
意
見
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

「
昔
は
、
ど
こ
の
家
の
子

ど
も
か
、
み
ん
な
が
知
っ
て

い
た
。
他
人
の
子
ど
も
で
も
、

み
ん
な
で
注
意
を
し
た
り
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
し

て
い
た
」、「
子
ど
も
を
育
て

る
に
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
の

子
育
て
へ
の
理
解
、
就
労
環

境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
、
実
際
の
体
験
に

基
づ
く
内
容
で
参
加
者
の
共

感
を
得
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
も
、

「
子
ど
も
と
高
齢
者
が
ふ
れ

あ
う
場
所
や
機
会
を
つ
く
り

た
い
」、「
子
育

て
す
る
な
ら
流

山
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
し
た

い
」、「
地
域
と

家
庭
が
一
緒
に

な
っ
て
子
育
て

を
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
各
会

場
と
も
活
発
な

意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
回
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
参
考

に
、
具
体
的
な
事
業
や
数
値

目
標
等
の
施
策
の
展
開
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。

□問
社
会
福
祉
課
保
健
福
祉

総
合
対
策
室
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

陽
気
な
沖
縄
音
楽
を
！

保育所（園）一覧 
中野久木保育所 

平和台保育所 

江戸川台保育所 

美田保育所 

名都借保育所 

長崎保育所 

向小金保育所 

東深井保育所 

なかよし保育園 

小山保育園 

八木北保育園 

松の実保育園 

西平井保育園 

かやの木保育園 

みやぞの保育園 

流山わらしこ保育園 

南流山聖華保育園（注） 

 

中野久木３７３ 

平和台２－６－３ 

江戸川台東３－５ 

美田６９－４２０ 

名都借２８９ 

長崎２－５６１ 

向小金３－１０２－１ 

東深井１７７－２ 

南流山７－５－１ 

十太夫９９－４ 

駒木台１１８－１ 

名都借４６４ 

西平井５８８ 

大畔１９８ 

宮園２－８－１５ 

加４－１２ 

南流山２－２９－４ 

�７１５２－０９２１ 

�７１５８－１４２４ 

�７１５２－０６１１ 

�７１５２－７１０６ 

�７１４４－１２２８ 

�７１４４－７８８６ 

�７１７４－５２１７ 

�７１５４－６０２５ 

�７１５８－５５００ 

�７１５４－２４４８ 

�７１５２－０５０４ 

�７１４５－４３１２ 

�７１５９－７４７３ 

�７１５９－２７００ 

�７１５９－２９５４ 

�７１５０－２６５４ 

�７１３８－３６００ 

 

公
立
保
育
所 

私
立
保
育
園 

　（注）：南流山聖華保育園は平成17年7月1日開園予定のため、入園受け付けは 
　　　　  平成17年5月以降となります 

明るいお部屋でやさしく保育
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幼
児
の
保
護
者
を

対
象
に
講
演
会

子育てを応援します 
すこやかな成長成長を願って すこやかな成長を願って 

子育てを応援します 
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乳
幼
児
連
れ
で
も
安
心

乳
幼
児
連
れ
で
も
安
心



（３） 平成16年11月15日（月曜日） 第１０７８号

緑の景観を配慮した住宅地（東深井）

活発な意見交換が行われた地域別懇談会（東部公民館）

市都市計画マスタープラン
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協
働
素
案
に
対
す
る
意
見
ま
と
ま
る

平
成
十
三
年
度
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
策
定
を
進
め
て
き
た
市

の
都
市
計
画
の
基
本
方
針
と
な
る
「
流
山
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

が
協
働
素
案
と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
素
案
に
対
し
て
、
八
月

二
十
四
日
発
行
の
広
報
な
が
れ
や
ま
都
市
計
画
特
集
号
や
地
域
別
懇
談
会

な
ど
を
通
じ
て
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
ご
意
見
箱
な
ど
で
二
百
四
件
、
地
域
別
懇
談
会
で
三
十
件
の
ご
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
、
最
終
案
に
向
け
た
資
料
や
事
業
の
実
現
に
役
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
地
域
や
年
代

ご
意
見
は
、
市
内
七
カ
所
に

設
置
し
た
ご
意
見
箱
や
電
子
メ

ー
ル
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
募
集
期
間
は
八

月
二
十
四
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
。
提
出
者
数
は
百
四
十
七

人
で
、
年
代
別
で
は
六
十
歳
代

の
方
が
五
十
一
人
で
最
も
多

く
、
全
体
の
三
割
以
上
を
占
め

ま
し
た
。
一
方
、
十
歳
代
か
ら

四
十
歳
代
ま
で
の
方
の
ご
意
見

は
少
数
で
し
た
＝
別
表
参
照
。

提
出
方
法
は
、
公
民
館
や
図
書

館
に
設
置
し
た
ご
意
見
箱
へ
の

投
函
が
多
く
、
E
メ
ー
ル
で
の
提

出
は
七
人
で
し
た
。

◎
地
域
別
懇
談
会
で
も

活
発
な
意
見
交
換

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

協
働
素
案
の
内
容
を
説
明
す
る

「
地
域
別
懇
談
会
」
を
九
月
十
二

日
と
同
二
十
六
日
、
四
会
場
で

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
百
九
十
一

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
出
席
さ

れ
、
地
域
の
具
体
的
な
課
題
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
意
見
の
概
要

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
総

数
は
二
百
三
十
四
件
。
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
協
働

素
案
の
記
述
内
容
に
対
す
る

ご
意
見
よ
り
も
、
具
体
的
な

事
業
の
促
進
や
変
更
を
求
め

る
も
の
が
大
半
を
占
め
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
意
見
の
内
容

は
、
こ
れ
ま
で
の
素
案
策
定

過
程
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
市
民
協
議
会
の
皆
さ
ん
と

の
議
論
の
中
で
出
さ
れ
た
ご

意
見
と
同
じ
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
＝
下
グ
ラ
フ
参
照
。

全
般
的
な
ご
意
見
（
33
件
）

「
計
画
書
と
し
て
は
概
ね

よ
い
」
と
い
っ
た
賛
成
意
見

が
七
件
。「
プ
ラ
ン
を
つ
く

っ
て
も
絵
に
描
い
た
も
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
財
政

的
な
裏
づ
け
が
必
要
」
と
い

っ
た
具
体
性
を
求
め
る
ご
意

見
が
十
一
件
。
内
容
で
は

「
専
門
用
語
が
多
い
」、「
表

現
が
抽
象
的
」
と
い
っ
た
意

見
が
、
ま
た
、
市
民
参
加
の

　年代別・地域別意見提出者数 （単位：人） 

北部 

中部 

東部 

南部 

 

小計 

　※ ： 連名意見 

10歳 
代 

1 

1 

1 

1 

2 

6

20歳 
代 

0 

0 

0 

※1 

0 

1

30歳 
代 

2 

0 

0 

6 

2 

10

40歳 
代 

4 

0 

2 

4 

1 

11

年代別 
地域別 
意見 

50歳 
代 

2 

4 

3 

19 

0 

28

60歳 
代 

10 

6 

10 

※24 

1 

51

70歳 
 

9 

2 

4 

9 

0 

24

不 
明 

3 

4 

2 

5 

2 

16

合 
計 

31 

17 

22 

69 

8 

147

代以上 

地域別懇談会で
寄せられた主なご意見
・流山おおたかの森駅周辺
の商業開発、産業誘致を
もっと積極的に

・つくばエクスプレス高架
橋下に道路を

・民有林の保存方法
・初石駅東口の開設
・都市軸道路および江戸川
新橋建設反対

・防犯対策の強化を
・運河駅周辺の渋滞の解消
策を

ほか

ご意見総数234件
”

“

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

方
法
に
つ
い
て
は
「
よ
り
多

く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
工

夫
を
」
な
ど
の
ご
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

個
別
的
な
ご
意
見（
２
０
１
件
）

第
三
編
の
「
分
野
別
ま
ち

づ
く
り
構
想
」
と
第
四
編
の

「
地
域
別
ま
ち
づ
く
り
構
想
」

に
関
連
す
る
ご
意
見
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
編
　
総
論
・
第
二
編

全
体
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ

い
て（
13
件
）

主
に
少
子
高
齢
化
や
都
心

回
帰
と
い
っ
た
社
会
状
況
の

中
で
、「
将
来
人
口
二
十
万

人
の
見
直
し
」、「
し
っ
か
り

し
た
都
市
骨
格
を
つ
く
り
、

首
都
圏
三
十
キ
ロ
圏
内
の
立

地
を
生
か
す
」
な
ど
の
将
来

都
市
像
に
対
す
る
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
三
編
　
分
野
別
ま
ち
づ

く
り
構
想
（
第
四
編
地
域

別
ま
ち
づ
く
り
構
想
関
連

含
む
）
に
つ
い
て
（
１
８

８
件
※
地
域
特
有
意
見
９

件
を
含
む
）

分
野
別
ま
ち
づ
く
り
構
想

第
二
章
「
道
路
・
交
通
網
の

整
備
の
方
針
」
に
関
す
る
ご

意
見
が
百
十
件
と
最
も
多

く
、
次
い
で
第
三
章
「
自
然

環
境
保
全
・
活
用
の
方
針
」

に
関
す
る
ご
意
見
が
二
十
三

件
で
し
た
。

「
第
一
章
　
土
地
利
用
の
方

針
」
に
つ
い
て
（
11
件
）

主
に
「
敷
地
面
積
の
細
分

化
の
防
止
」、「
ワ
ン
ル
ー
ム

マ
ン
シ
ョ
ン
の
規
制
」
な
ど

の
住
環
境
に
関
す
る
ご
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
二
章
　
道
路
・
交
通
網

の
整
備
の
方
針
」
に
つ
い
て

（
１
１
０
件
）

主
に
道
路
や
駅
な
ど
の
具

体
的
な
整
備
箇
所
を
特
定
し

た
ご
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
歩

行
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め

の
駅
前
整
備
・
道
路
拡
幅
や

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開

業
に
合
わ
せ
た
バ
ス
路
線
の

延
長
・
充
実
な
ど
の
ご
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
三
章
　
自
然
環
境
の
保

全
・
活
用
の
方
針
」
に
つ
い

て
（
23
件
）

主
に
「
私
有
地
の
緑
の
保

全
」
に
関
す
る
ご
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
保
全

す
る
た
め
に
、「
用
地
を
市

で
買
い
取
る
」、「
売
却
を
周

辺
住
民
に
周
知
す
る
」
な
ど

の
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
「
特
色
あ
る
公
園
づ

く
り
」
な
ど
の
ご
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
四
章
　
都
市
施
設
の
整

備
の
方
針
」
に
つ
い
て
（
７

件
）主

に
「
旧
焼
却
場
跡
地
の

利
用
」
や
「
公
共
施
設
の
運

営
方
法
」
な
ど
の
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
五
章
　
都
市
景
観
づ
く

り
の
方
針
」
に
つ
い
て
（
８

件
）主

に
「
江
戸
川
や
利
根
運

河
」、「
歴
史
的
資
源
」
を
活

用
し
て
整
備
す
る
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
六
章
　
流
山
新
拠
点
と

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

整
備
区
域
の
方
針
」
に
つ
い

て
（
15
件
）

主
に
魅
力
あ
る
商
業
地
形

成
の
た
め
の
「
商
業
・
業
務

施
設
の
誘
致
や
立
地
」
な
ど

の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

第
４
編
　
地
域
別
ま
ち
づ
く

り
構
想
（
分
野
別
に
含
ま
れ

な
い
地
域
特
有
の
意
見
）
に

つ
い
て
（
９
件
）

地
域
別
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
地
域
特
有
の
ご
意
見
が
九

件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
５
編
「
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け

て
」
に
つ
い
て
（
５
件
）

主
に
「
ま
ち
づ
く
り
提
案

の
出
し
方
」や「（
仮
称
）提
案

調
整
会
議
を
構
成
す
る
市
民

委
員
の
選
出
方
法
」の
ほ
か
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

進
捗
状
況
の
把
握
と
見
直
し

に
つ
い
て「
広
報
で
公
表
し
て

ほ
し
い
」な
ど
の
ご
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

協
働
素
案
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
は
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

や
事
業
の
実
現
に
役
立
て
て

ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
協
働
素
案
や
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

協働素案は5編で構成

第１編は、総体的なことをまとめた

「総論」。第２編は、市全体のまちづく

りの課題や将来都市像、全体目標な

どをまとめた「全体まちづくり構想」。第

３編は、第２編を都市計画の具体的

な土地利用、道路・交通などの分野

別の目標と方針をまとめた「分野別ま

ちづくり構想」。第４編は、市内を４地

域に分けて地域の方針をまとめた「地

域別まちづくり構想」。第５編は、計画

を実現するための方針をまとめた「都

市計画マスタープランの実現に向け

て」で構成されています。

①全般的な意見 
②土地利用関連 
③道路・交通網関連 
④自然環境関連 
⑤都市施設関連 
⑥都市景観関連 

⑦つくばエクスプレス 
　 
⑧地域別特有の意見 
⑨都市マスの実現に向けた 
 
⑩その他 

① 
33 
件 

② 
11 
件 

③ 
110 
件 

④ 
23 
件 

⑤ 
7 
件 

⑥ 
8 
件 

⑦ 
15 
件 

⑧ 
9 
件 

⑨ 
5 
件 

⑩ 
13 
件 

　主な意見の内容と件数 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%100%
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今
回
の
道
路
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
で
新
し

く
で
き
る
「
ま
ち
」
を
広
域

的
に
結
ぶ
道
路
で
、
通
称

「
都
市
軸
道
路
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
都
市
軸
道
路
の
ル
ー

ト
は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
か

市
内
の
都
市
軸
道
路
に
つ

い
て
は
、
流
山
都
市
計
画
道

路
三
・
二
・
二
五
号
線
の
名

称
で
位
置
づ
け
ら
れ
、
千
葉

県
が
整
備
し
、
管
理
を
行
な

い
ま
す
。

市
内
の
三
・
二
・
二
五
号

線
の
ル
ー
ト
は
、
図
1
の
と

お
り
柏
市
境
の
駒
木
地
区
か

ら
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
北

側
を
平
行
に
「
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
」
付
近
を
通
り
、

流
山
警
察
署
北
側
、
三
輪
野

現
在
計
画
し
て
い
る
道
路

に
つ
い
て
は
、
計
画
幅
員
の

中
で
、
路
盤
改
良
・
低
騒
音

舗
装
、
遮
音
壁
な
ど
を
対
応

す
る
こ
と
に
よ
り
、
騒
音
・

振
動
等
の
環
境
基
準
な
ど
を

ク
リ
ア
で
き
る
計
画
を
し
て

今
回
の
延
伸
計
画
区
間

は
、
三
輪
野
山
の
茂
侶
神
社

付
近
か
ら
江
戸
川
の
埼
玉
県

境
ま
で
で
す
（
図
3
参
照
）。

そ
こ
で
、
道
路
沿
線
の
三

輪
野
山
地
区
、
下
花
輪
地
区

等
の
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
説
明
会
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

以
前
（
平
成
九
年
当
時
）
三

輪
野
山
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
区
域
か
ら
江
戸
川

ま
で
を
高
架
構
造
で
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
川
を

管
理
す
る
国
土
交
通
省
と
の

協
議
に
よ
り
、
橋
を
堤
防
に

取
り
付
け
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
計
画

に
お
け
る
道
路
の
高
さ
を
下

げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

県
道
松
戸
野
田
線
の
流
山
市

消
防
本
部
交
差
点
で
平
面
交

差
す
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
架
構
造
時
に
は

日
照
や
電
波
障
害
に
つ
い
て

懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

問
題
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
周
辺
か
ら
都
市
軸
道
路

へ
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
ま
す
。

山
の
茂
侶
神
社
南
側
を
通
っ

て
、
現
在
施
行
中
の
三
輪
野

山
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
北
部
か
ら
流
山
市
消
防

本
部
脇
を
通
り
、
江
戸
川
の

埼
玉
県
境
ま
で
の
約
四
・
三

キ
ロ
の
計
画
で
す
。

こ
の
う
ち
、
駒
木
地
区
か

ら
茂
侶
神
社
ま
で
の
約
三
・

四
キ
ロ
に
つ
い
て
は
都
市
計

画
決
定
が
行
な
わ
れ
、
事
業

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

ら
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

鉄
道
沿
い
に
利
根
川
を
渡

り
、
千
葉
県
内
は
柏
市
・
流

山
市
を
通
り
、
江
戸
川
を
渡

り
、
埼
玉
県
三
郷
市
ま
で
の

全
長
約
三
十
キ
ロ
の
道
路
で

す
。

ど渋滞が激しい流山橋（流山市側から三郷市方面を望む）

木線路線計画図（案）
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環
境
基
準
を
遵
守

千
葉
県
と
市
で
は
昨
年
九
月
か
ら
江
戸
川
新
橋
に
伴
う
都

市
計
画
道
路
三
・
二
・
二
五
号
三
輪
野
山
駒
木
線
の
道
路
計

画
に
つ
い
て
地
元
説
明
会
や
市
長
と
の
対
話
集
会
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
こ
の
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

う道路計画のあらまし 流
山
橋
の
混
雑
解
消
め
ざ
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

都市計画道路3・2・25号線（通称：都市軸道路）

図3

平成16年11月15日（月曜日） （４）

こ
の
道
路
は
千
葉
県
内
の

全
線
に
わ
た
り
全
幅
員
三
十

二
メ
ー
ト
ル
で
、
車
線
数
は

四
車
線
（
片
側
二
車
線
）
の

道
路
計
画
に
な
り
ま
す
（
図

2
参
照
）。

歩
道
部
分
は
、
植
栽
帯
二

メ
ー
ト
ル
を
含
む
ゆ
と
り
の

あ
る
六
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を

両
側
に
確
保
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
中

央
に
は
分
離
帯
を
設
置
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
道
路
と
し

て
計
画
し
て
い
ま
す
。

三輪野山
土地区画整理地区



（５） 第１０７８号

振
動
等
の
環
境
基
準
な
ど
を

ク
リ
ア
で
き
る
計
画
を
し
て

い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、

道
路
が
出
来
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
の
居
住
環
境
が
悪

化
す
る
こ
と
を
心
配
さ
れ
、

現
在
の
計
画
ル
ー
ト
を
変
更

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
意
見

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

道
路
の
整
備
を
早
期
に
願
い

た
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

埼
玉
県
内
に
お
い
て
は
、

昨
年
一
月
か
ら
都
市
軸
道
路

に
つ
い
て
の
地
元
説
明
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
の
ル
ー
ト
は
江
戸

川
の
千
葉
県
境
か
ら
都
市
計

画
道
路
三
郷
吉
川
線
へ
至
る

計
画
で
す
。
直
近
で
は
八
月

初
旬
に
説
明
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
ル
ー
ト
変
更
の
可
能
性

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

駒
木
地
区
か
ら
三
輪
野
山
の

茂
侶
神
社
ま
で
の
区
間
は
事

業
に
着
手
し
て
い
る
一
方
、

埼
玉
県
に
お
い
て
も
現
在
計

画
し
て
い
る
江
戸
川
の
架
橋

位
置
で
進
め
て
い
る
状
況
の

中
で
ル
ー
ト
を
変
更
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
県
と
市
に
お
い

て
は
、
既
存
の
三
輪
野
山
土

地
区
画
整
理
地
区
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
良
好
な
住
環
境

に
配
慮
し
、
イ
メ
ー
ジ
図
の

よ
う
な
道
路
周
辺
の
緑
地
の

配
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
緑
地
は
周
辺
地
権
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
整
備
し
て
い
く
考

え
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
計
画
区
間
と
な
り
ま
す
茂

侶
神
社
か
ら
江
戸
川
の
埼
玉

県
境
ま
で
を
他
の
事
業
区
間

と
同
様
に
、
千
葉
県
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
埼
玉
県
側

の
都
市
軸
道
路
の
施
行
区
間

と
同
時
期
に
都
市
計
画
決
定

を
行
う
た
め
、
国
土
交
通
省
、

埼
玉
県
お
よ
び
千
葉
県
で
調

整
中
で
す
。

都
市
計
画
決
定
後
は
、
事

業
者
で
あ
る
千
葉
県
と
と
も

に
、
環
境
面
の
対
応
に
つ
い

て
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
計
画
の
早
期

実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

朝夕など渋滞

都市計画道路3・2・25号　三輪野山駒木線路

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

沿
線
の
方
々
の

ご
意
見
は

都市計画道路3・2・25号線イメージ図（流山市消防本部から茂侶神社を望む）

流山おおたかの森駅周辺ですすめられている沿線整備

現
在
の
流
山
橋
は
、
朝
夕

に
は
橋
を
渡
る
た
め
に
三
十

分
以
上
の
時
間
を
要
す
る
な

ど
大
変
な
交
通
渋
滞
を
招
い

て
い
ま
す
。
流
山
橋
を
渡
る

車
両
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
も
流
山
八
丁
目
交
差
点
付

近
の
改
良
工
事
や
埼
玉
県
三

郷
市
を
含
め
た
信
号
機
の
制

御
の
変
更
な
ど
で
対
応
し
て

き
ま
し
た
が
、
流
山
八
丁
目

交
差
点
や
流
山
橋
付
近
の
抜

本
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消
等

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
交
通

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
江

戸
川
に
新
た
な
橋
を
架
け
る

こ
と
が
大
き
な
行
政
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
千
葉
県
・
埼
玉
県
・

流
山
市
・
三
郷
市
で
江
戸
川

新
橋
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
六
十
年
代
に

な
り
、
常
磐
線
の
混
雑
緩
和

と
優
良
な
住
宅
地
の
供
給
を

目
的
と
し
た
常
磐
新
線
（
現

在
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
）
計
画
が
具
体
化
し
、
鉄

道
と
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的

に
開
発
す
る
一
体
化
法
（
大

都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開

発
お
よ
び
鉄
道
整
備
の
一
体

的
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
）
に
よ
り
鉄
道
の
建
設
と

そ
の
沿
線
整
備
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
地
区
を

結
ぶ
開
発
の
軸
と
し
て
鉄
道

に
加
え
て
道
路
の
建
設
計

画
が
検
討
さ
れ
、
か
ね
て

か
ら
流
山
市
が
千
葉
県
と

協
議
を
重
ね
て
い
た
江
戸

川
新
橋
と
一
致
す
る
二
本

目
の
橋
の
計
画
が
具
体
化

し
ま
し
た
。

ま
た
、
先
月
発
生
し
ま

し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に

お
き
ま
し
て
も
、
救
援
物

資
の
輸
送
や
寸
断
さ
れ
た

電
気
・
水
道
等
の
復
旧
活

動
の
動
線
と
し
て
、
広
域

的
な
道
路
の
役
割
の
重
要

性
が
再
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

流
山
橋
の
渋
滞
解
消
へ

既
存
住
宅
地
の
環
境
対
策

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
結
ぶ

新
線
に
沿
っ
て
の
道
路
計
画

江戸川新橋に伴う
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埼
玉
県
で
も

道
路
計
画
の
説
明
会
を

開
催
中

道路の断面図 図2

図1市内ルート図

都市計画決定後は…

環境面など地元と協議

事業の早期実現に努力
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都
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平成16年11月15日（月曜日） （６）第１０７８号

近
年
、
糖
尿
病
の
患
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で

あ
る
糖
尿
病
は
、
合
併
症
が

怖
い
だ
け
で
な
く
、
脳
卒
中

や
心
臓
病
な
ど
を
引
き
起
こ

す
危
険
性
が
高
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
糖

尿
病
に
関
す
る
知
識
を
高
め

て
い
た
だ
こ
う
と
、「
糖
尿

病
予
防
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。こ

の
機
会
に
、
食
事
や
運

動
な
ど
、
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
／
内
容
＝
①
12
月

７
日
�
９
時
30
分
〜
15
時
／

運
動
（
リ
ズ
ム
体
操
等
）、

血
糖
値
の
測
定
、
医
師
（
流

山
市
医
師
会
・
田
村
好
弘
さ

ん
）
に
よ
る
講
義
な
ど
②
12

新
入
生
を
募
集

申
し
込
み
は
12
月
28
日
ま
で

歌
舞
伎
の
鑑
賞
を
通
し

て
、
古
典
芸
能
に
対
す
る
関

心
や
知
識
を
高
め
て
い
た
だ

こ
う
と
、
市
教
育
委
員
会
で

は
来
年
一
月
二
十
日
、
国
立

劇
場
で
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
、「
御
ひ

い
き
勧
進
帳
（
ご
ひ
い
き
か

ん
じ
ん
ち
ょ
う
）」
を
上
演

し
ま
す
。

▽
期
日
＝
平
成
17
年
1
月

20
日
�
▽
日
程
（
予
定
）
＝

①
東
部
公
民
館
（
８
時
）―

②
流
山
駅
東
口
（
８
時
15
分
）

―
③
江
戸
川
台
駅
西
口
（
８

時
30
分
）
―
国
立
劇
場
（
10

時
30
分
）
―
見
所
解
説
（
10

時
50
分
〜
11
時
20
分
）
―
公

演
（
12
時
〜
16
時
）
―
流
山

市
内
※
①
〜
③
は
バ
ス
の
乗

車
場
所
で
す
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
45
人
（
多
数
抽

選
）
▽
参
加
費
＝
６
４
４
０

円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
参

加
希
望
」
、
応
募
者
全
員

（
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
バ
ス
の
乗
車
場
所

（
①
〜
③
）
を
明
記
し
、
返

信
用
に
は
代
表
者
の
宛
名
を

記
入
し
、
12
月
３
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
生
涯
学
習
課

へ
※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意

く
だ
さ
い

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６
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生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

糖
尿
病
予
防
教
室
に
ご
参
加
を

月
15
日
�
10
時
〜
14
時
／
調

理
実
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
４
５
０
円
程
度

（
調
理
実
習
の
材
料
代
）
▽

持
ち
物
＝
①
運
動
で
き
る
服

装
、
昼
食
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具
②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

肥
満
予
防
は
食
卓
か
ら

30
日
に
地
区
栄
養
講
座

「
生
活
習
慣
病
予
防
〜
肥

満
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
流
山

市
健
康
づ
く
り
推
進
員
（
食

生
活
改
善
推
進
員
）
主
催
の

地
区
栄
養
講
座
を
開
催
し
ま

す
。健

康
を
維
持
す
る
た
め
の

食
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
11
月
30
日
�
10

時
〜
13
時
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
30
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
肥
満

予
防
の
調
理
実
習
「
食
べ
て

も
大
丈
夫
　
カ
ロ
リ
ー
控
え

め
」
▽
参
加
費
＝
４
５
０
円

程
度
（
材
料
代
）
▽
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

小
規
模
特
認
校
と
は
、
小

規
模
校
の
特
色
を
生
か
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

特
性
に
応
じ
た
指
導
の
中

で
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
い

明
る
く
伸
び
伸
び
と
し
た
教

育
を
希
望
す
る
通
学
区
域
外

（
流
山
市
内
に
限
る
）
の
生

徒
に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、

入
学
を
認
め
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
、
八
木
中
学
校
と
西
初

石
中
学
校
を
小
規
模
特
認
校

に
指
定
し
、
通
学
区
を
市
内

全
域
に
広
げ
、
希
望
す
る
生

徒
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま

す
。【

募
集
要
項
】

▽
小
規
模
特
認
校
＝
①
八

木
中
学
校
（
古
間
木
２
１
０

―

２
／
�
７
１
５
９
―

７
４

６
１
）
②
西
初
石
中
学
校

（
西
初
石
４
―

４
５
５
―

１
／

�
７
１
５
４
―

３
０
９
１
）

▽
募
集
期
間=

11
月
15
日
�

〜
12
月
15
日
�
▽
申
請
方

法
＝
小
規
模
特
認
校
入
学
申

請
書
（
転
学
の
場
合
は
在
学

中
の
学
校
長
の
意
見
書
を
添

付
）
を
学
校
教
育
課
窓
口
へ

提
出
※
申
請
書
類
は
、
学
校

教
育
課
お
よ
び
小
規
模
特
認

校
で
配
布
。
申
請
さ
れ
た
保

護
者
と
生
徒
に
は
、
希
望
す

る
小
規
模
特
認
校
で
面
接
が

あ
り
ま
す
▽
そ
の
他
＝
小
規

模
特
認
校
へ
の
入
学
に
は
、

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
４

来春から小規模特認校に

市内全域から入学希望者を募集

年
末
年
始
は
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
で

そ
ば
う
ち
体
験
ツ
ア
ー
も
開
催

年
末
年
始
は
「
相
馬
ユ
ー

ト
ピ
ア
」
に
泊
ま
っ
て
、
中

村
神
社
で
の
初
詣
で
、
手
の

沢
池
で
の
白
鳥
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
、
十

五
の
客
室
と
レ
ス
ト
ラ
ン
、

大
広
間
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
付

き
展
望
風
呂
な
ど
を
完
備
し

た
宿
泊
施
設
で
す
。

な
お
、
年
末
年
始
の
予
約

状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
６

献血にご協力を
▽日時／場所＝①１１月１７日�１0時～１６時／流
山市役所②１１月２６日�９時３０分～１２時３０分／流
山運転免許センター▽献血のできる方＝１６歳～６９歳
の健康な方（ただし、６５歳以上の方は６０歳から６４歳
までに献血経験がある方）※献血手帳がある方は持
参。なお、血液製剤の安全対策として、献血者の本
人確認のため免許証等の提示をお願いしています
□問保健センター�７１５４－０３３１

１２月１０日»※定 員になり次第締め切り 
流 山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第３８号） 
電話で東急観光千葉支店（@０４３－２４３－０１０９）へ 
コミュニティ課@７１５０－６０７６ 

平成１７年１月２９日… ～３０日¶�

文化会館（7：00）― 東部公民館（7：20）― 南流山
センター（7：40）― 江戸川台駅西口千葉銀行前（8：
00）― 流山ＩＣ ― 常磐道 ―いわきＩＣ ― そばうち
（昼食） ― 塩屋崎灯台 ― 相馬ユートピア泊 

相馬ユートピア ― 原町市立博物館 ― 小名浜（自
由昼食・買い物）― いわき勿来ＩＣ ― 流山 

３０人（最少催行人員）※３人以上のご家族・グルー
プの場合は、１室ご利用になれます。ただし、申し込
み状況により変更の場合あり。２人１室をご希望の方
は相談を 

60歳以上 
60歳未満 
中学生以下 
〃（お子様料理） 

18,600円 
19,100円 
17,800円 
16,400円 

 
 
〃（お子様料理） 
中学生以下 

 
 
18,300円 
16,900円 

市
　
民 

特典１ 特典2

・料金（税込み、1泊３食） 

バスで行く相馬ユートピア 

締 め 切り 
企 　　画  
後 　　援  
主 　　催  
申し込 み  
問い合わせ 

定 員 

日　 　 程  
コ ー ス 

市
　
外 

相馬特選 
おみやげ付き 

夕食時ビール１本または 
ジュース２本付き 

【１日目】 

【2日目】 

大人 20,100円 

千 葉 県
生涯大学校

「
千
葉
県
生
涯
大
学
校
」

の
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。

同
大
学
校
は
、
県
内
に
五

学
園
六
校
舎
が
あ
り
、
流
山

市
内
の
方
は
、
原
則
と
し
て

東
　
飾
学
園
で
学
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

課
程
・
学
科
に
は
、
一
般

課
程
（
福
祉
科
、
生
活
科
、

園
芸
科
、
陶
芸
科
）
と
通
信

課
程
、
専
攻
課
程
が
あ
り
、

各
課
程
・
学
科
と
も
修
業
年

限
は
二
年
で
す
。

▽
対
象
＝
県
内
在
住
の
60

歳
以
上
（
昭
和
20
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
）
で
、
学
習

の
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立

て
る
な
ど
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
方
▽
学
園
名
＝
東
　
飾

学
園
▽
授
業
料
（
年
間
）
＝

①
一
般
課
程
…
１
８
０
０
０

円
②
通
信
課
程
…
４
０
０
０

円
③
専
攻
課
程
…
８
０
０
０

円
※
実
習
の
教
材
費
、
通
信

課
程
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
宿
泊

費
な
ど
は
自
己
負
担
▽
申
し

込
み
＝
高
齢
者
支
援
課
お
よ

び
各
出
張
所
で
配
布
し
て
い

る
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
12
月
28
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
２
６
０
―

０
８
０
１
千
葉
市
中
央
区
仁

戸
名
町
６
６
６
―

２
千
葉
県

生
涯
大
学
校
事
務
局
へ

□問
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事

務
局
�
０
４
３
―

２
６
６
―

４
７
０
５

◆注射針は出さないで！
収集した家庭ごみの中から、医療器具の注射針など

が見つかりました＝写真。注射針や注射筒は、市では
処分できないごみです。作業員がけがをするなど大変
危険ですので、絶対に出さないでください。処分方法については、購入した薬局
や掛かり付けの病院等にご相談ください。

◆ごみ袋の中に小袋を入れないで！

◆ガスライターは使い切って、「危険ごみ」で！

プラスチック類のごみ袋の中に、さらに小袋に入れてごみを排出する方がいます。機械で
ごみ袋を破る際に、中の小袋が破れません。できるだけ、小袋に入れるのは止めましょう。

ガスライターを｢プラスチック類｣や｢燃やさないごみ｣で出す方がいます。処理
する際に、爆発や火災の危険性があります。ガスライターは、中身を使い切って
から｢危険ごみ｣として出してください。

□問クリーン推進課�７１５７－７４１１

年末年始の予約状況 

月 日  

予約状況 

月 日  

予約状況 

　○…空き室あり  △…空き室若干あり  ×…満室 

1 2 / 2 9�  

 

1 / 1 � �

12 / 3 0�  

 

1 / 2 � �

12 / 3 1�  

 

1 / 3 � �

（11月10日現在） 

○ ○ × 

△ △ ○ 

八 木 中 学 校
西 初 石 中 学 校
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★印のあるものは市主催のものです 

★
聴
力
障
害
者
の
た
め
の

日
曜
教
室

▽
日
時
＝
11
月
28
日
�
10

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
初
石
公

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
の
聴
覚
障
害
を
持
つ
方

と
そ
の
家
族
／
20
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
調
理
実
習
と

講
義
※
手
話
通
訳
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ

通
訳
あ
り
▽
参
加
費
＝
７
０

０
円
（
材
料
代
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

□問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３

８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３

７
★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
た

め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
用
講
習

会
▽
日
時
＝
11
月
27
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
市
民
総
合
体
育
館
▽
対

象
／
定
員
＝
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
子

ど
も
会
、
各
種
サ
ー
ク
ル
等

の
リ
ー
ダ
ー
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
な
ど
／
30
人
（
先

着
順
）
▽
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、

水
筒
、
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
11
月
16
日
か
ら
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

★
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

▽
期
日
／
時
間
＝
①
12
月

８
日
�
・
９
日
�
・
10
日

�
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

②
12
月
13
日
�
・
15
日
�
・

16
日
�
／
10
時
〜
12
時
※
②

の
み
一
時
保
育
（
２
歳
〜
就

学
前
児
・
10
人
）
あ
り
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／
各

18
人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら

文
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ま
で
の
基
本
操
作
▽
参
加

費
＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）
▽
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
受
講
希

望
日
（
①
ま
た
は
②
）、
一

時
保
育
希
望
の
方
は
子
ど
も

の
名
前
と
年
齢
、
返
信
用
に

宛
名
を
明
記
し
、
11
月
25
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

16
―
２
流
山
市
文
化
会
館
パ

ソ
コ
ン
係
へ
※
１
人
１
講

座
、
重
複
申
し
込
み
不
可

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
普
通
救
命
実
技
講
習
会

▽
日
時
＝
12
月
11
日
�
13

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
中
央
消

防
署
東
分
署
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
30
人(

先
着
順)

※
再
受
講
希
望
の
方
も
可
▽

内
容
＝
救
命
の
知
識
と
技
術

の
習
得
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
中
央
消

防
署
東
分
署
へ

□問
中
央
消
防
署
東
分
署
�

７
１
４
６
―

０
１
１
９

★
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講

習
会▽

日
時
＝
12
月
12
日
�
13

時
〜
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
／
20

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

生
涯
学
習
課
へ

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

★
親
子
パ
ソ
コ
ン
体
験
教

室
▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
９

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
西
初
石

中
学
校
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
の
児
童
と
そ
の
保
護

者
／
15
組
（
多
数
抽
選
）
▽

内
容
＝
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
絵
を
張
り
付

け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
作
成
▽
参
加
費
＝
１
人
５

０
０
円
（
材
料
代
）
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
児
童
と
保
護
者
の
氏
名

と
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
12
月
10
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
指
導
課
へ

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク
マ

ス
タ
ー
講
座

▽
期
日
／
内
容
＝
①
12
月

３
日
�
・
８
日
�
・
10
日

�
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
12
月
15
日

�
・
17
日
�
・
22
日
�
／
経

済
指
標
の
読
み
方
な
ど
▽
時

間
＝
18
時
〜
21
時
▽
場
所
＝

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
野
田
市
）
▽
参
加
費
＝

１
講
座
１
２
０
０
０
円
※
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
�
７
１
２
１
―

１
１

８
４★

流
山
市
ミ
ニ
消
費
生
活

展
▽
期
間
＝
11
月
18
日
�
〜

20
日
�
▽
時
間
＝
10
時
〜
16

時
▽
場
所
＝
森
の
図
書
館
▽

内
容
＝
「
食
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
パ
ネ
ル
展
示
※
18
日

（
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15

時
）
に
「
１
０
０
グ
ラ
ム
重

さ
当
て
ゲ
ー
ム
」、「
体
脂
肪

の
測
定
」
な
ど
あ
り
▽
入
場

料
＝
無
料

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

★
市
内
小
・
中
学
校
図

画
・
習
字
・
読
書
感
想
文
作

品
展▽

期
間
＝
11
月
20
日
�
〜

21
日
�
▽
時
間
＝
９
時
〜
16

時
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン
タ

ー
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

★
小
学
生
集
ま
れ
！
ヘ
ル

ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
９

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
市
民
総

合
体
育
館
▽
対
象
＝
市
内
小

学
４
〜
６
年
生
※
１
チ
ー
ム

６
人
で
責
任
者
（
保
護
者
ま

た
は
教
員
等
）
同
伴
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
チ

ー
ム
名
、
責
任
者
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
、
参
加
児
童

氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
緊

急
の
連
絡
先
電
話
番
号
を
明

記
し
、
12
月
10
日
ま
で
に
指

導
課
へ
（
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
も
可
）

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５
／
�
７
１
５
０
―

０
８
０
９

★
流
山
都
市
計
画
の
関
係

図
書
の
縦
覧

▽
内
容
＝
①
11
月
５
日
付

け
で
都
市
計
画
の
変
更
を
行

っ
た
「
流
山
都
市
計
画
用
途

地
域
」、「
流
山
都
市
計
画
高

度
地
区
」、「
流
山
都
市
計
画

防
火
地
域
及
び
準
防
火
地

域
」
の
関
係
図
書
の
縦
覧
②

11
月
５
日
付
け
で
都
市
計
画

の
決
定
を
行
っ
た
「
流
山
都

市
計
画
地
区
計
画
（
新
市
街

地
セ
ン
タ
ー
地
区
）、（
新
市

街
地
Ａ
地
区
）、（
新
市
街
地

Ｂ
地
区
）、（
新
市
街
地
工

業
・
業
務
地
区
）、（
運
動
公

園
中
央
地
区
）、（
運
動
公
園

Ａ
地
区
）、（
運
動
公
園
Ｂ
地

区
）、（
西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地

区
）」
の
関
係
図
書
の
縦
覧

▽
場
所
＝
都
市
計
画
課

□問
都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

★
流
山
都
市
計
画
公
園
の

変
更
案
の
縦
覧

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
区
域
新
市
街
地
地
区

の
近
隣
公
園
（
西
初
石
近
隣

公
園
）
を
都
市
計
画
公
園
に

追
加
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
11
月
15
日
�
〜

29
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日

を
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時
30

分
〜
17
時
20
分
▽
場
所
＝
公

園
緑
地
課

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

流
山
都
市
計
画
事
業
木
地

区
一
体
型
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
の
事
業
計
画
案
の
縦

覧
▽
期
間
＝
11
月
17
日
�
〜

30
日
�
▽
時
間
＝
９
時
〜
17

時
▽
場
所
＝
県
住
宅
供
給
公

社
流
山
開
発
事
業
部
※
縦
覧

に
供
さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ

い
て
意
見
の
あ
る
利
害
関
係

者
の
方
は
、
12
月
14
日
ま
で

千
葉
県
知
事
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

□問
県
住
宅
供
給
公
社
流
山

開
発
事
業
部
�
７
１
５
８
―

２
１
３
６

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載
申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベント
掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場

所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするよう
にお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

県立養護学校流山高等学園KOYO祭＝11月20日�9時15分～
14時30分、県立養護学校流山高等学園。入場無料□問県立養護
学校流山高等学園�７１４８－０２００
シャドーボックス作品展（3－D ARTソレイユ主催）＝11
月26日�～28日�10時～17時、森の図書館。入場無料□問鴻上
�７１５２－４１１８
ひと足早いクリスマス魔女おばさんのお話大好き（魔女お
ばさん実行委員会主催）＝11月28日�10時（開場）～12時、
野田市総合福祉会館内NPOサポートセンター（野田市）。参加
費300円（資料代）□問瓦吹�７１５３－７０８０
クリスマスケーキをつくりましょう（スウィートクラブ主
催）＝12月4日�10時～14時、初石公民館。参加費700円（材
料費）□問伊藤�７１５９－１２１４
押し花額作り講習会（押し花サークル優主催）＝12月9日�
9時30分～11時30分、十太夫福祉会館。参加費1,500円（材料費）
※申込締切は11月25日。はさみ、ポケットティッシュ持参□問

佐藤�７１５４－７６９０
第7回流山市民ヘルスバレーボール大会（流山ライオネスク
ラブ主催）＝12月11日�13時30分～16時30分、市民総合体育
館。参加費無料※先着64組（中学生以上、1チーム4～6人）□問

流山ライオネス事務局�７１５９－５１３８

講
座
・
講
演

今月は26日に 
第199回 

▽日時＝11月26日�12時15分～▽場所＝市役所市民ギャラ
リー▽テーマ＝踊り▽曲目＝ガヴォット｢フランス組曲より｣
（バッハ）、コントルダンス（ショパン）、クラリネットポルカ
（ポーランド民謡）、セギディーリャ（アルベニス）、リベルタ
ンゴ（ピアソラ）、ロシアの踊り｢くるみ割り人形より｣（チャ
イコフスキー）ほか▽出演＝佐々木理恵（クラリネット）、内
藤葉子（ピアノ）、吉成曜子（ピアノ）、橋場征代（司会）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

★
「
20
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

（
成
人
式
）
の
案
内
状
の
郵

送
来
年
成
人
を
迎
え
る
若
者

の
新
し
い
門
出
を
祝
福
す
る

「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

（
成
人
式
）
を
、
平
成
十
七

年
一
月
十
日
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
昭
和

五
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
同

六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
十
二

月
中
旬
に
案
内
状
を
郵
送
す

る
予
定
で
す
。

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

２
０
０
５
年
版
県
民
手
帳

の
販
売

▽
販
売
期
間
＝
12
月
１
日

�
〜
※
な
く
な
り
次
第
終
了

▽
価
格
＝
５
０
０
円
（
税
込

み
）
▽
色
の
種
類
＝
紺
色
、

薄
桃
色
の
２
色
▽
販
売
場

所
＝
企
画
政
策
課

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間 
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数） 
�日平均値が0.10mg／ªを超えた日が２日以上連続したことの有無 

環境測定の結果 
　クリーンセンター大気質環境測定結果 

項　　　目 

大
　
　
気
　
　
質 

法・条例による 
規制値 保証数値 測定数値 

排
　
出
　
ガ
　
ス 

窒素酸化物 
 (ppm) 

硫黄酸化物 
(ppm)

塩 化 水 素 
(ppm) 
 ば い じ ん 
(mg/ªN)
水　銀 
(mg/ªN)

ダイオキシン類 
(ng‐TEQ/ªN)

 

250 以下 

430 以下 

80 以下 

 

1 以下 

 

10 以下 

30 以下 

10 以下 

5 以下 

0.03 以下 

0.01 以下 

9月 

9月 

9月 

9月 

9月 

8月 

1以下 

8以下 

2以下 

1以下 

0.005以下 

0.000079以下 

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ
月を要することから結果の公表が遅れます 

�問リサイクル推進課@７１５７－８２５０ 

常磐自動車道測定結果 （平成16年9月） 

（平成16年8月・9月） 

― 
 
 
 
 
 
 
 
― 

項　　目 若葉台 西初石 東初石 青　田 

153 

0（0） 

無 

時　間 

日 

有　無 

155 

0（0） 

無 

205 

0（0） 

無 

236 

0（0） 

無 

�騒音 

�NO2 

�SPM

�日平均 

　交通量 

上　　り 

46,232台 

下　　り 

47,987台 

合　　計 

94,219台 

�問環境保全課@７１５０－６０８３ 

市民ギャラリーの展示
【11／22�～12／8�】

流山市少年少女俳句大会の入選作品44点を展示します。
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

展
　
　
示

大
会
・
試
合

縦
　
覧

そ
の
他
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

十
月
二
十
六
日
、
市
役
所

で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
連
絡

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
新
潟
県
中
越
地
震
。
市
内

�
流
山
青
年
会
議
所
は
、

公
民
館
と
の
共
催
で
安
全
を

テ
ー
マ
に
し
た
家
庭
教
育
講

い
じ
め
や
連
れ
去
り
な
ど

に
子
ど
も
は
ど
う
対
処
し
た

ら
よ
い
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な

暴
力
か
ら
身
を
守
る
方
法
を

学
ぶ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
チ
ャ
イ
ル

ド
・
ア
ソ
ー
ル
ト
・
プ
リ
ベ

ン
シ
ョ
ン
＝
子
ど
も
へ
の
暴

力
防
止
）
講
習
会
が
十
月
三

十
日
、
野
々
下
児
童
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
、
流
山
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
な
の
は
な
」

の
皆
さ
ん
。
当
日
は
十
五
組

の
親
子
が
寸
劇
な
ど
を
通
し

て
、
誘
拐
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
ど
う
対
処
す
る
か
な
ど

を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

0
―

6
0
6
4

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
「
自
己
防
衛
し

よ
う
ザ
・
防
犯
〜
私
た
ち
の

ま
ち
の
安
全
は
、
私
た
ち
の

手
で
」
を
テ
ー
マ
に
流
山
警

察
署
な
ど
の
協
力
を
得
て
開

催
す
る
も
の
で
す
。
わ
が
家

を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
28
日
�

13
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
文
化

会
館
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

▽
内
容
＝
講
演
「
流
山
は
安

全
か
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
流
山

市
を
診
断
す
る
」（
日
本
女

子
大
学
教
授
清
永
賢
二
さ

ん
）
を
は
じ
め
講
師
の
清
永

教
授
が
流
山
を
歩
い
て
診
断

し
た
防
犯
状
況
を
一
般
論
で

は
な
く
写
真
な
ど
を
使
っ
て

具
体
的
に
解
説
し
、
更
正
し

た
元
・
犯
罪
者
と
の
対
談
も

開
催
予
定

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

で
は
、
小
・
中
学
生
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
や
議
会
、

商
店
会
、
企
業
、
市
な
ど
が

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県

支
部
流
山
市
地
区
で
は
、

市
役
所
や
出
張
所
、
公
民

館
、
福
祉
会
館
な
ど
三
十

二
カ
所
に
義
援
金
箱
を
設

置
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
温

か
い
ご
援
助
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
市
議
会
で
は
、

全
員
協
議
会
を
開
き
、
市

議
会
議
員
全
員
で
義
援
金

を
、
ま
た
、
市
役
所
職
員

も
義
援
金
を
送
金
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
南
部

中
学
校
生
徒
会
は
、
空
き
缶

を
回
収
し
て
得
た
資
金
で
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
六
十
キ
ロ
を

長
岡
市
に
送
付
し
、
登
校
前

に
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
駅

前
で
募
金
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
市
で
は
、
被
災
建
築

物
応
急
危
険
度
判
定
士
の
資

格
を
持
つ
職
員
な
ど
を
被
災

地
に
派
遣
、
さ
ら
に
、
飲
料

水
用
袋
な
ど
を
市
職
員
が
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
三
島
町
に

届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
常
盤
松
中
学
校

生
徒
会
や
江
戸
川
台
小
学

校
児
童
会
も
保
護
者
な
ど

に
募
金
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
市
商
工
会
連
合
会
で

も
、
所
属
す
る
商
店
約
三

百
店
舗
で
募
金
箱
を
設
置

し
ま
し
た
。
京
和
ガ
ス
�
で

は
ガ
ス
展
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
日
赤
に
寄
付
。
市
民
ま

つ
り
で
も
日
赤
や
ボ
ー
イ
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど
が
募

金
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
、
寒
さ
も
厳
し
さ

を
増
し
、
心
労
な
ど
に
よ
る

体
調
不
全
を
訴
え
る
方
々
も

増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

□問
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
７
／
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
流
山
市
地
区
�

７
１
５
９
―

４
７
３
５

市
内
に
は
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

と
、
自
主
防
犯
組
織
を
結
成

し
活
動
を
続
け
て
い
る
自
治

会
が
二
十
六
自
治
会
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
治
安
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
共
有
し

て
効
果
的
な
活
動
を
展
開
し

て
い
こ
う
と
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。
こ
の
日

は
、
活
動
歴
の
長
い
東
初
石

一
丁
目
ピ
ー
ス
ラ
イ
ト
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
は
じ
め
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
難
問
解
決
！
ご
近

所
の
底
力
」
で
も
紹
介
さ
れ

た
江
戸
川
台
西
の
一
声
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
、
隊
員
数
百
二
十

人
と
大
所
帯
の
八
木
地
区
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
市
内

の
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

十
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
そ

れ
ぞ
れ
活
動
内
容
な
ど
を
情

報
交
換
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
連
絡
会
の
席
上
で
、
市
防

犯
協
会
副
会
長
の
樫
村
定
夫

さ
ん
に
、
�
全
国
防
犯
協
会

連
合
会
か
ら
防
犯
功
労
者
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

流
山
警
察
署
の
加
藤
哲
夫

署
長
は
「
九
月
末
ま
で
に
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
が
二
十

七
件
も
出
て
、
手
口
も
巧
妙

に
な
っ
て
い
る
。
地
域
全
体

で
犯
罪
者
が
入
り
に
く
い
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

0
―

6
3
1
2

日
本
女
子
大
・
清
永
賢
二
教
授

中
学
生
の
街
頭
募
金

物
資
を
被
災
地
へ
搬
送

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

落
款
を
入
れ
て
涼
し
き
絵
と
な
り
ぬ
　
　

菊
の
香
や
祝
は
れ
て
ゐ
て
耳
遠
し
　
　
　

古
池
や
一
茶
ゆ
か
り
の
萩
の
寺

動
か
ざ
る
蟷
螂
斧
も
枯
れ
果
て
て

秋
茄
子
を
採
り
終
り
た
り
ま
た
老
い
ぬ

【
評
】
一
句
目
　
落
款
は
絵
や
書
な
ど
を
記
し
た
あ
と
に
押
す
印
の
こ
と
。
そ
の
時
々

に
応
じ
て
朱
文
白
文
と
あ
る
。
心
を
込
め
た
真
心
の
証
で
も
あ
る
。
涼
し
い
と
い
う
実

感
の
伝
わ
っ
て
く
る
句
柄
で
あ
る
。
二
句
目
　
長
寿
の
相
全
き
の
句
で
あ
る
。
菊
の
香

り
に
つ
つ
ま
れ
つ
つ
祝
わ
れ
、
耳
遠
し
と
い
う
措
辞
に
哀
感
と
諧
謔
と
心
意
気
が
感
じ

ら
れ
る
。

三
句
目
　
古
池
と
来
れ
ば
蛙
は
、
付
き
合
い
の
あ
る
季
題
で
あ
る
。
こ
の

句
は
萩
の
寺
で
の
属
目
、
一
茶
を
配
し
て
句
の
上
り
も
よ
く
、
親
し
み
の
こ
も
る
一
句

で
あ
る
。
四
句
目
　
厳
し
い
現
実
を
厳
然
と
見
せ
つ
け
た
蟷
螂
・
か
ま
き
り
の
果
て
ん

と
す
る
姿
。
斧
が
枯
れ
る
と
見
た
写
生
の
眼
が
光
る
。
五
句
目
　
中
七
の
切
れ
字
が
、

そ
れ
と
無
く
繁
が
っ
て
、
秋
茄
子
と
人
間
の
生
の
段
差
を
知
ら
し
め
て
呉
れ
る
。

怠
惰

西
　
初
　
石
　
　
山
田
　
良
光

済
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用
事
を

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
を

奥
に
仕
舞
い

後
回
し
に
し
て

お
め
お
め
と
時
間
を
む
さ
ぼ
り

去
っ
て
い
っ
た
人
の
う
し
ろ
姿
を

ま
た
見
つ
め
て
い
る

い
つ
ま
で
も

つ
い
て
ま
わ
る

わ
び
し
い
性

ひ
た
っ
た
ぬ
る
ま
湯
の
な
か
で

ふ
り
返
っ
て
み
る

つ
ま
ら
な
く
し
て
し
ま
っ
た

今
日
と
い
う
一
日
を

【評】思いめぐらすということには、一種の快さ、
あるいは諦念の美学がある。すべて行動に移して
よしとするところに詩は存在しない。限りのある
命の時間だからこそ、無為に過ごした一日は取り
返しがつかないと私たちは思う。詩はそうした負
の思いから救ってくれるものだ。現実が満たされ
たものならば詩は不要である。大変素直に心のう
ちを吐露した詩だが、このような後悔に駆られる
人間の存在というものを深く見つめるべきだろう。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

野
　
々
　
下
　
今
田
　
素
土

虫
の
音
が
鈴
に
な
る
夜
に
訪
れ
る
寂
寥
つ
の
り
君
に
逢
い
た
い

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

悲
し
み
の
極
み
に
立
て
ば
胸
う
ち
に
木
枯
ら
し
荒
ぶ
空
洞
を
知
る

若
　
葉
　
台
　
舟
橋
　
房
子

朝
夕
の
風
の
違
い
に
気
が
つ
け
ば
老
い
て
ゆ
く
日
々
の
早
く
過
ぎ
ゆ
く

加
　
　
　
　
　
吉
田
　
順
子

【
評
】
森
口
氏
　
虫
の
音
が
鈴
に
な
る
と
い
う
の
は
、
作
者
の
個
性
あ
る
表
現
で
美
的

な
直
観
で
あ
る
。
音
色
が
美
し
け
れ
ば
美
し
い
ほ
ど
、
こ
の
夜
に
お
と
ず
れ
た
も
の
さ

び
し
さ
は
激
し
く
な
り
、
結
句
の
迸
る
よ
う
な
心
の
映
像
と
な
る
。
舟
橋
氏
　
悲
し
み

の
極
限
に
立
て
ば
、
胸
内
に
は
木
枯
ら
し
が
吹
き
す
さ
ぶ
、
空
洞
が
あ
る
の
を
知
ら
さ

れ
る
と
い
う
。
直
接
に
悲
し
み
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
胸
中
の
空
洞
に
説
得
力
が
あ

る
。
吉
田
氏
　
朝
吹
く
風
と
、
夕
の
風
と
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
に
、

あ
あ
こ
れ
が
老
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
実
感
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
老
い
て
ゆ
く

日
々
の
な
ん
と
早
い
こ
と
か
と
な
げ
く
。

安
全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

自
治
会
や
警
察
、
行
政
な
ど
が
連
携

28
日
、
文
化
会
館
で
講
演
会

具
体
的
な
防
犯
方
法
な
ど
を
学
ぼ
う

子
ど
も
を
暴
力
か
ら
守
れ

親
子
で
Ｃ
Ａ
Ｐ
講
習
会

新

潟

県

中
越
地
震

広
が
る
支
援
の
輪

市
民
も
、
議
会
も
、
商
店
も
、
行
政
も

防犯防犯パトパトロール隊が一ル隊が一堂に 防犯パトロール隊が一堂に 

犯
罪
者
の
視
点
か
ら
考
え
る


